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◎シオジ森の学校 トナカイ作り   11 月 26 日 甲斐東部材原木市場（初狩町） 

 クリスマスを前に、シラカバやヒノキを使って、玄関や庭に飾るトナカイを作りました。 

親子での参加者が多く、大人と子どもで協力しながら、世界に一匹しかいない、オリジナルのトナカイ

の作成を楽しんだようです。 

 

＊２月４日（土）に「小金沢シオジ森の魅力」というシンポジウムが開催されます。 

 場所：大月市民会館３F 講堂 

 時間： １３：３０～１５：３０（１３：００開場） 

参加費：無料 

 講演： 生原喜久雄氏（東京農工大学名誉教授） 

 パネリスト：石原誠氏（山梨県立県民の森森林科学館館長） 

       岡部恒彦氏（山梨県富士東部林務環境事務所長） 

 

◎中高連携連絡会議    12 月 7 日 谷村工業高等学校 

 旧都留学区の高校と中学校の生徒指導に関する会議です。各校の 

生徒指導に関する情報の共有化や、質疑応答による共通理解を通して、 

健全な生徒育成の一助としています。お互いに顔が見える人的な交流に 

よって協力体制がより強固になっていきます。中学校と高等学校の情報

の共有化、共通理解が生徒指導には大きな教育的効果をもたらします。 

 

◎小林雅英野球教室         12 月 11 日 桂川野球場 

 今年度で現役を引退し、オリックス･バファローズの育成コーチに就任した小林雅英さんの野球教室

が今年も素晴らしい青空の下、上野原の桂川球場で開催されました。約３５０名の参加者が小林さんと

の交流を楽しみました。前半の投手へのアドバイスは、熱のこもった指導で小林さんの野球に対する思

いが伝わってきました。昼休みには、指導者との懇談もあり、小林さんの貴重な経験、素晴らしい実績

から多くの点を学ぶことができました。最後は、交流会で質問やゲームを通して小林さんを身近に感じ

ることができ、選手、保護者、関係者共々楽しんだ一日でした。今後は若手の育成に携わる小林さんの

ご活躍を期待しています。 

 

 

 

 

 

 

（プレゼント贈呈）  （指導者のみなさんと） （こんな風に握ってみて）  （参加者集合） 
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◎第 2 回教育相談ネットワーク会議   12 月 14 日  南都留合同庁舎 

＜研究協議内容＞ 

①スムースな就学に向けて 富士吉田市教育研修所   

教育相談員 宮下秀次  

 ５歳児健康診断を実施していない中でのスムースな就学に向けての取組み

として、保健・福祉・教育で幼稚園・保育園の巡回訪問を行っています。 

②富士・東部保健事務所 健康支援課の取組みと事業紹介 

       富士・東部保健福祉事務所 健康支援課長 小林治子  

 様々な取組みの中で、母子保健対策では、課題として低体重児対策が挙げられていました。この地域

は全国的に見ても発生率がかなり高いそうです。周知と原因究明が課題となっています。 

③他機関との連携と調整    

ふじざくら支援学校 地域支援部 大村みどり   菊池 恵  

 普段から保健師の方々や児童相談所、福祉機関等と連絡を取り合っていることで、担当者同士が顔見

知りであることから迅速な対応と関係機関の整理と連絡調整を行い、連携のきっかけができたことが報

告されました。 

④スクールソーシャルワーカー活用事業について 

    富士・東部教育事務所 スクールソーシャルワーカー 渡辺実子  石井治子  渡辺隆文  

スクールソーシャルワーカーは、「ささえる」「つなぐ」「つくる」を合言葉に、先生や保護者の方々

と協働し、子どものすこやかな成長を支援しています。問題の状況を様々な関係性から見立てることが

でき、その人らしく生きる力を支援します。問題がなかなか解決しない、どこに相談したらよいかわか

らない、問題が複雑すぎて相談機関が複数になる等、つないだり、調整したりする役割を果たすため、

特に専門性を発揮します。（社会福祉士、精神保健福祉士、または福祉と教育の両面において経験があ

る人） 

 

＜ネットワーク会議全体を通して＞ 

子どもたちの支援を第一に考えながら、子どもたちに関わる各団体が点から線でつながり合い、ネッ

トワーク化を図って情報を共有化し、その上で役割を分担していくことが大切ですが、そのためにはこ

れらをコーディネートしていく存在が必要です。これからは、市町村ごとのきめ細やかな対応や各校に

コーディネート担当をおくことも大切な検討事項になります。教育相談ネットワーク会議の近藤直司会

長（都留児童相談所所長）からは参考資料として【青年期・成人期の発達障害者へのネットワーク支

援に関するガイドライン】（平成２３年５月）の紹介がありました。インターネットで検索できますの

で是非参考にして頂きたいと思います。 

 

◎山梨ことぶき勧学院南都留学園文化展  

ぴゅあ富士 １２月２日（金）～４日（日） 

今年度も南都留学園の文化展が開催され、多くの

方々が来場しました。６６名の人生経験豊かな学生

の皆さんの作品は個性的、創造的、芸術的に素晴ら

しいものでした。 
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・皆様からの様々な情報を地域へ発信し、情報の共有化によって効果的な連携・支援をめざしておりま

す。本年度もよろしくお願い致します。 


